
 

事業成果報告書（写真・成果物） 

１ 地域社会と大学博物館との連携事業 

（１）紀州地域 文化財の匠 育成プロジェクト 

①地域住民・大学生を対象とした文化財調査・保全のための講習会（地域 A） 

〇わかやま文化財の「匠」講座① 

 「たのしい古文書―学んで、さわって、調べてみよう―」 

 実施期日：２０１９年５月１８日［土］１４：００～１６：００ 

 実施場所：和歌山大学 西５号館 ３階 マルチルーム１ 

 講師：貫井裕恵氏（神奈川県立金沢文庫） 

 参加人数：３５名 

【写真１】わかやま文化財の「匠」講座① 

 

 

 

 

 

 

 



 

【チラシ・ポスター１】わかやま文化財の「匠」講座① 

           和歌山の近代産業遺産をめぐるバスエクスカーション 

 



 

〇わかやま文化財の「匠」講座② 

 「粉河祭のウラのウラ―文化財としておまつりを見学してみよう―」 

 実施期日：２０１９年７月２７日［土］１８：３０～２０：３０ 

 集合場所：ＪＲ粉河駅前 

 講師：吉村旭輝氏（和歌山大学） 

     大橋直義氏（和歌山大学） 

 参加人数：８名 

【写真２】わかやま文化財の「匠」講座② 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【チラシ・ポスター２】わかやま文化財の「匠」講座②チラシ

 

 



 

〇わかやま文化財の「匠」講座③ 

 「たのしい考古学―学んで、さわって、調べてみよう―」 

 実施期日：２０１９年１０月１９日［土］１３：００～１５：００ 

 実施場所：和歌山大学 西５号館 ３階 マルチルーム１ 

 講師：金澤舞氏（和歌山県立紀伊風土記の丘） 

 参加人数：１２名 

【写真３・４】わかやま文化財の「匠」講座③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【チラシ・ポスター３】わかやま文化財の「匠」講座③ 

        曝書・虫干し会（曝涼会―紀州研所蔵品虫干し見学会―）

 
 

 

○わかやま文化財の「匠」講座④ 

実施予定期日：２０２０年３月２０日［金・祝］１３：００～１５：００ 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止 



 

②市民参加型文化財調査（和歌祭見学会・曝書・虫干し等）（地域B） 

○和歌祭見学会  

 実施期日：２０１９年５月１２日［日］１０：００～１６：００ 

 実施場所：紀州東照宮紀州研特設ブース 

参加人数：95 名 

【写真５・６・７】和歌祭見学会 

 

 



 

【チラシ・ポスター４】わかやま文化財の「匠」講座③

 

 



 

○曝書・虫干し会（曝涼会―紀州研所蔵品虫干し見学会―） 

実施期日：２０１９年１０月１８日［金］１３：００～１６：００ 

１０月１９日［土］１０：００～１２：００ 

実施場所： 

① 図書館3階 紀州経済史文化史研究所 展示室（古文書・古典籍） 

② 図書館 セミナールーム3（考古資料など） 

参加者：運営担当者を含め約２５名 

【写真８・９】曝書・虫干し会（曝涼会―紀州研所蔵品虫干し見学会―）

 
 



 

（２）展覧会と連動させたエクスカーション開催 

①和歌山の近代産業遺産をめぐるバスエクスカーション開催（地域 C） 

○湯浅町の歴史・生活・産業遺産をめぐる―紀州研バス＆トレッキングツアー 

実施期日：２０１９年５月１９日［日］８：３０〜１７：００ 

集合場所：ＪＲ和歌山駅東口セブンイレブン付近 

講師：貫井裕恵氏（神奈川県立金沢文庫） 

定藤博子氏（鹿児島国際大学） 

他紀州研スタッフ・和歌山大学教員 

参加者：２５名 

【写真１０・１１・１２・１３】 

湯浅町の歴史・生活・産業遺産をめぐる―紀州研バス＆トレッキングツアー 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

②犬鳴山七宝瀧寺の修験の道を歩くトレッキングツアー開催（地域D） 

○エクスカーション「日根荘の史跡をめぐる」 

実施期日：２０１９年１１月２３日［土・祝］９時１０分集合 

集合・解散場所：JR 日根野駅 東口 日根野駅前バス停付近 

参加費：実費（バス運賃１，０００円弱・昼食費） 

探訪先：七宝瀧寺・香積寺跡・火走神社・毘沙門堂・長福寺跡 

講師：細田慈人氏（歴史館いずみさの学芸員） 

参加者：２１名 

【写真１４・１５・１６】エクスカーション「日根荘の史跡をめぐる」

 

  



 

 

【チラシ・ポスター５】エクスカーション「日根荘の史跡をめぐる」 

公開シンポジウム「七宝瀧寺と日根荘―九条政基『旅引付』をめぐって―」 

 



 

 

 

 



 

（３）展覧会と連動させた公開研究会開催 

①葛城修験二十八宿に関連する公開シンポジウム開催（地域E） 

○公開シンポジウム「七宝瀧寺と日根荘―九条政基『旅引付』をめぐって―」 

実施期日：２０１９年１１月２４日［日］１３時～１６時３０分（受付開

始：１２時３０分） 

実施場所：エブノ泉の森ホール（泉佐野市立文化会館） 会議室［大］ 

参加費：無料 

講師：大橋直義氏（和歌山大学）・細田慈人氏（歴史館いずみさの学芸員） 

   細田慈人氏（歴史館いずみさの）・熱田順（中央大学文学部） 

参加者：70 名 

【写真１７・１８・１９】 

公開シンポジウム「七宝瀧寺と日根荘―九条政基『旅引付』をめぐって―」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 初等・中等教育と大学博物館との連携事業 

（１）小・中学校における教育活動との連携 

②「百人一首セレクト20」「和歌山万葉かるた」大会イベントの開催（学校

B） 

実施期日：２０２０年２月８日［土］１３時～１６時（受付開始：１２時３

０分） 

実施場所：和歌山大学東２号館 L201 

参加費：無料 

参加者：児童４０名（保護者・引率教員２０名超） 

【写真２０】第５回学長杯和歌山かるた大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【チラシ・ポスター６】

 

  



 

③「くずし字を読んでみよう会」出前授業（学校C） 

○有田川町立吉備中学校 

 実施期日：２０１９年１２月１６日［土］ 

 実施学級：１年A〜E組（５クラス） 

 授業者：和歌山大学 教育学部 大橋ゼミ生および菊川ゼミ生 

○和歌山大学教育学部附属小学校 

 実施期日：２０２０年２月３日［月］ 

 実施学級：５・６年F組（複式学級）・６年C組（２クラス） 

授業者：和歌山大学 教育学部 大橋ゼミ生 

【写真２１・２２】「くずし字を読んでみよう会」出前授業 

 

 



 

④「和歌祭 芸能体験ワークショップ」の開催（学校 D） 

 実施期日：①２０２０年２月６日［木］８：４５～１２：１０ 

       ②２０２０年２月２１日［金］１３：００～１５：００ 

      ③２０２０年２月２７日［木］１３：３０～１５：００（中止） 

 実施会場：①和歌山市立雑賀小学校 

      ②和歌山市立和歌浦小学校 

      ③和歌山市立今福小学校（中止） 

 内容：各種芸能披露～各種芸能体験（小学校①６年生、② 4 年生、③４～

６年生） 

 出演芸能：摺鉦・太鼓/ 薙刀振/ 母衣/ 唐船・御船歌/ 雑賀踊 

 主催：和歌山大学・紀州経済史文化史研究所 

 共催：紀州東照宮/ 和歌祭保存会/ 和歌祭実行委員会 

参加者：①約１００名、②・③約 50 名 

※③和歌山市立今福小学校でのワークショップはコロナウィルス感染予防対策

として中止 

【写真２１・２２】和歌祭 芸能体験ワークショップ（和歌山市立和歌浦小学校）

  

【写真２３・２４】和歌祭 芸能体験ワークショップ（和歌山市立和歌浦小学校） 

  

 

 



 

【配付資料】『増補・改訂版 みる・きく・たのしむ和歌祭』 

 

 



 

（２）高等学校における教育活動との連携 

①「秋の紀州研 公開講義」の開催（学校E） 

実施期日：２０１９年１１月７日［木］９時３０分～１５時 

実施場所：和歌山大学栄谷キャンパス 

参加費：無料 

講師：遠藤史氏「ユカギールの民話：シベリア少数民族の紡ぐ物語」 

三光寺由実子氏「会計史へのいざない 

―中世日本の英知に光を当てて」 

此松昌彦氏「紀伊半島西部の地形・地質と私たちの生活」 

吉村旭輝氏「祭りと祭礼の歴史と現代」 

吉田道代氏「文化観光における「本物」の価値の喪失 

―世界遺産よりテーマパークが旅行先に選ばれる理由」 

荒木良一氏「植物の鉄吸収戦略」 

参加者：和歌山信愛女子高等学校生徒（１・２年生 計７２名）教職員 

    和歌山大学 学生 若干名 

【写真２５・２６】秋の紀州研 公開講義 

 

 



 

３ 文化財オープン・アーカイヴス構築を目指したSNS 活用事業 

（１）オープンアーカイヴス構築のためのSNS 番組発信事業 

○イベント情報のTwitterへの投稿 

・湯浅町の歴史・生活・産業遺産をめぐる―紀州研 バス＆トレッキングツア

ーの告知（5 月5 日） 

・「たのしい古文書―学んで、さわって、調べてみよう」の告知（5 月5 日） 

・和歌祭の動画投稿（5 月12 日） 

・企画展「紀州地域の文化財―館蔵品・寄託品展―」の告知（6 月10 日） 

・オープンキャンパスでのかるた大会の告知（7 月14 日） 

・粉河祭のウラのウラの告知（7 月26 日） 

・曝涼会の告知（10 月2 日） 

・湯浅町の歴史・生活・産業遺産をめぐる―紀州研 バス＆トレッキングツア

ーの動画（11 月4 日） 

・紀州研ボランティアによるくずし字チャレンジの紹介（12 月6 日） 

・第5 回学長杯かるた大会の紹介・動画投稿（2 月8 日） 

○ツィート 

ツィート回数： 

8月：22回、9月：14回、10月：15回、11月：25回、12月：1回、1月：5回

（2020年2月21日現在）。 

○所員の研究紹介 

・遠藤史氏：言語学の世界（12 月3 日投稿） 

・菊川恵三氏：古代文学（12 月15 日） 

・彦次佳氏：いかにスポーツとともに人生を楽しんでいくか？（1 月5 日） 

○Twitter閲覧回数：遠藤教授184回、菊川教授283回、彦次准教授536回 

（2020年2月21日現在） 

○Facebook閲覧回数：遠藤教授113回、菊川教授122回、彦次准教授82回 

（2020年2月21日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【写真２７～３４】Twitter への投稿 

 

 

 

 
 

 



 

 

（２）オープンアーカイヴスの成果としてのニューズレター発行事業 

○『きのみなと』2019 年夏号（2019 年6 月刊） 

・東悦子「資料紹介『ブラジル移植民地寫眞帖』（個人蔵）」 

・菊川恵三「万葉の夢歌とドリカム―私の研究のブレイクスルー―」 

・小野健吉「日本庭園の歴史」 

・［紀伊半島のロギオスたち］平田隆行・山神達也・吉田道代 

・［各種報告］西倉実季・吉村旭輝・大橋直義・三光寺由実子・長廣利崇 

・［インフォメーション］大橋直義 

 



 

○『きのみなと』2019 年秋号（2019 年9 月刊） 

・大橋直義「資料紹介『灌頂雑集』存二巻二帖 紀州経済史文化史研究所管理 

一ノ橋文庫蔵」 

・瀧野邦雄「紀州藩「徳川頼宣」の名前について」 

・長廣利崇「炭鉱の歴史を考える」 

・［紀伊半島のロギオスたち］遠藤史・西倉実季・荒木良一 

・［各種報告］大成一維・岩野清美・阿山健人 

・［資料紹介］藤本清二郎・上村雅洋 

・［インフォメーション］藤田和史・吉村旭輝 

 



 

○『きのみなと』2019 年冬号（2019 年12 月刊） 

・長廣利崇「資料紹介 和歌山経済・工業専門学校庶務課「昭和十八年六月以

降例規」」 

・大橋直義「巡礼とは何か」 

・山神達也「「発見」する楽しみ」 

・［紀伊半島のロギオスたち］菊川恵三・吉村旭輝・小関彩子 

・［各種報告］芝崎ももか・大橋直義・吉村旭輝・長廣利崇 

・［インフォメーション］海津一朗 

 



 

○『きのみなと』2020 年春号（2020 年3 月刊） 

・吉村旭輝「資料紹介 紀伊国和歌浦図 紀州経済史文化史研究所蔵」 

・小野健吉「庭園観光とイタリアの庭園」 

・遠藤史「２つのフィールドワーク」 

・大橋直義「延慶本『平家物語』と紀州地域」 

・［各種報告］海津一朗・菊川恵三・大橋直義 

・［インフォメーション］吉村旭輝 

・［事業報告］吉村旭輝 

 


